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早
稲
田
大
学
教
授

中
林
美
恵
子

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
ロ
シ
ア
の
侵
略
戦
争
に
抗
す
る
に
あ
た
り
、
ア
メ

リ
カ
か
ら
の
支
援
を
死
活
的
に
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で

も
な
い
。
そ
の
ア
メ
リ
カ
で
は
、
二
〇
二
二
年
一
一
月
に
中
間
選
挙

が
行
わ
れ
、
共
和
党
が
僅
差
で
下
院
を
制
し
た
。
上
院
は
民
主
党
が

多
数
を
維
持
し
た
た
め
、今
年
一
月
か
ら
い
わ
ゆ
る
「
ね
じ
れ
議
会
」

に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
行
政
府
は
、
民
主
党
バ
イ
デ
ン
政
権
が
続
く

た
め
、D

ivided Governm
ent

（
米
議
会
は
政
府
と
位
置
付
け
ら

れ
る
）
と
な
り
、
直
訳
す
れ
ば
「
分
割
政
府
」
の
状
態
で
あ
る
。
米

国
憲
法
第
一
章
第
一
条
は
「
こ
の
憲
法
に
よ
っ
て
付
与
さ
れ
る
す
べ

て
の
立
法
権
は
、
上
院
と
下
院
で
構
成
さ
れ
る
合
衆
国
連
邦
議
会
に

属
す
る
」
と
し
、
立
法
と
し
て
の
予
算
編
成
も
議
会
に
権
限
が
あ
る

た
め
、
中
間
選
挙
の
結
果
が
ア
メ
リ
カ
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
に
影
響

す
る
こ
と
に
な
り
、
議
会
の
動
向
に
も
目
が
離
せ
な
い
ゆ
え
ん
で
あ

る
。

ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大
統
領
訪
米
と
議
会
演
説

　

戦
時
下
に
あ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
ウ
ォ
ロ
デ
ィ
ミ
ル
・
ゼ
レ
ン
ス

キ
ー
大
統
領
の
訪
米
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
直
前
の
一
二
月
二
一
日
に
実

現
し
た
。
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
を
開
始
し
た
日
か
ら
初
め
て

の
外
国
訪
問
で
あ
っ
た
。
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大
統
領
が
搭
乗
し
て
い
た

の
は
米
国
空
軍
機
で
あ
り
、
北
大
西
洋
条
約
機
構
（
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）
の

偵
察
機
や
Ｆ
‐
15
戦
闘
機
が
こ
れ
を
護
衛
し
た
と
さ
れ
る
、
異
例
づ

く
し
の
高
度
な
厳
戒
態
勢
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
バ
イ
デ
ン
政
権
が

ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大
統
領
を
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
に
招
待
し
た
こ
と
自

な
か
ば
や
し　

み
え
こ　

大
阪
大
学
博
士
（
国

際
公
共
政
策
）、
米
国
ワ
シ
ン
ト
ン
州
立
大
学
修

士（
政
治
学
）。
米
上
院
予
算
委
員
会
補
佐
官（
連

邦
公
務
員
）
と
し
て
約
一
〇
年
間
、
国
家
予
算

編
成
を
担
う
。
経
済
産
業
研
究
所
研
究
員
、
財

務
省
財
政
制
度
等
審
議
会
委
員
、
衆
議
院
議
員

（
二
〇
〇
九
〜
一二
年
）
な
ど
を
経
て
現
職
。
著
書

に
『
沈
み
ゆ
く
ア
メ
リ
カ
覇
権
』『
ト
ラ
ン
プ
大

統
領
と
ア
メ
リ
カ
議
会
』
な
ど
。

ア
メ
リ
カ
は
ど
こ
ま
で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
支
え
る
か

一
二
月
、
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大
統
領
は
訪
米
、
議
会
演
説
で

上
下
両
院
の
議
員
た
ち
に
さ
ら
な
る
支
援
を
直
接
訴
え
た
。

民
主
党
主
導
が
続
く
議
会
は
支
援
に
前
向
き
だ
が
、

選
挙
民
を
無
視
は
で
き
な
い
。
世
論
の
動
向
は
ど
う
か
、

議
会
と
立
法
の
仕
組
み
は
。
抗
戦
の
「
命
綱
」
を
考
え
る
。
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体
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
戦
争
が
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
い
か
に
重
要
な
政

策
課
題
に
な
っ
て
い
る
か
を
指
し
示
し
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

訪
米
計
画
は
何
ヵ
月
も
前
か
ら
検
討
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
こ

れ
が
具
体
的
な
も
の
に
な
っ
た
の
は
米
中
間
選
挙
後
で
あ
る
。
実
際

に
は
一
二
月
一
一
日
に
両
大
統
領
が
具
体
的
に
話
し
合
い
、
米
政
府

は
そ
の
三
日
後
に
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
氏
を
招
待
し
た
と
さ
れ
る
。
背
景

に
は
、
欧
州
の
み
な
ら
ず
ア
メ
リ
カ
に
も
広
が
り
つ
つ
あ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
へ
の
「
支
援
疲
れ
」
が
影
響
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

バ
イ
デ
ン
大
統
領
と
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
で
二
時
間
に
わ
た
る
会
談

を
行
っ
た
日
の
夜
、
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大
統
領
は
両
院
議
員
を
前
に
英

語
で
約
三
〇
分
に
わ
た
る
演
説
に
臨
ん
だ
。
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
オ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
大
歓
迎
を
受
け
た
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
氏
は
ま
ず
、

米
国
の
支
援
に
対
す
る
感
謝
を
述
べ
、
さ
ら
な
る
超
党
派
に
よ
る

支
援
を
訴
え
、「
支
援
は
慈
善
で
は
な
く
投
資
だ
」
と
も
指
摘
し
た
。

ロ
シ
ア
へ
の
経
済
制
裁
に
つ
い
て
は
、「
こ
の
い
わ
れ
の
な
い
戦
争

を
始
め
た
人
た
ち
に
裁
き
を
下
す
こ
と
が
で
き
る
の
は
皆
さ
ん
の
力

だ
」
と
語
り
、「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
絶
対
に
降
伏
し
な
い
」
と
も
宣
言

し
た
。
さ
ら
に
早
期
停
戦
交
渉
を
求
め
る
一
部
の
国
際
世
論
を
牽
制

す
る
意
味
も
込
め
、「
ロ
シ
ア
政
府
を
戦
場
で
倒
さ
ね
ば
な
ら
な
い
」

と
述
べ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
訪
問
を
機
に
、
ア
メ
リ
カ
は
新
た
に
、
一
八
億
五
〇
〇
〇
万

ド
ル
の
軍
事
支
援
と
三
億
七
四
〇
〇
万
ド
ル
の
人
道
的
支
援
を
表
明

し
、
地
対
空
ミ
サ
イ
ル
シ
ス
テ
ム
「
パ
ト
リ
オ
ッ
ト
」
一
基
や
航
空

機
搭
載
の
精
密
誘
導
弾
を
含
む
支
援
も
約
束
し
た
。
戦
火
の
拡
大
を

望
ま
な
い
ア
メ
リ
カ
と
し
て
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
望
む
レ
ベ
ル
の
兵

器
支
援
に
は
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
も
の
の
、
防
衛
的
な
目
的

に
つ
い
て
は
徐
々
に
支
援
を
拡
大
さ
せ
て
い
る
。

　

ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大
統
領
の
訪
米
は
確
か
に
、
米
議
会
や
一
般
の
国

民
に
訴
え
か
け
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
に
再
び
注
目
を
集
め
る
貴
重
な

機
会
と
な
っ
た
。
メ
デ
ィ
ア
で
も
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大
統
領
の
発
言
や

動
静
が
詳
し
く
報
道
さ
れ
た
。
し
か
し
戦
争
は
長
引
く
可
能
性
が
大

き
く
、
ア
メ
リ
カ
国
民
の
関
心
や
一
月
か
ら
新
し
く
始
ま
っ
た
共
和

党
主
導
の
下
院
が
ど
う
出
る
か
も
、
不
確
定
要
素
と
し
て
残
る
。

米
・
二
〇
二
三
年
度
包
括
歳
出
法
の
成
立

　

ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大
統
領
の
議
会
演
説
は
、
ま
さ
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
支

援
を
含
む
二
〇
二
三
年
度
包
括
歳
出
法
案
が
レ
ー
ム
ダ
ッ
ク
セ
ッ

シ
ョ
ン
（
選
挙
後
に
落
選
や
退
任
が
決
ま
っ
て
い
る
議
員
が
法
案
審

議
す
る
も
の
）
の
真
っ
最
中
に
行
わ
れ
た
。
重
要
な
審
議
と
採
決
を

控
え
た
議
会
で
、
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大
統
領
が
演
説
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ

は
、
絶
妙
で
あ
っ
た
。

　

ア
メ
リ
カ
で
は
支
出
を
最
終
決
定
す
る
た
め
の
歳
出
法
成
立
に
先
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立
っ
て
、
国
防
関
係
予
算
で
は
国
防
予
算
の
大
枠
を
定
め
る
国
防
権

限
法
（
Ｎ
Ｄ
Ａ
Ａ
）
の
成
立
が
先
行
す
る
。
こ
れ
は
伝
統
的
に
超
党

派
の
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
て
き
た
法
案
で
、二
〇
二
三
年
度（
二
二

年
一
〇
月
～
二
三
年
九
月
）
は
、
下
院
で
一
二
月
八
日
に
三
五
〇
対

八
〇
票
、
上
院
で
は
一
五
日
に
八
三
対
一
一
票
で
可
決
し
て
い
た
。

バ
イ
デ
ン
大
統
領
は
、
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大
統
領
の
議
会
演
説
後
の

一
二
月
二
三
日
に
署
名
を
し
、
Ｎ
Ｄ
Ａ
Ａ
は
成
立
に
至
っ
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
二
〇
二
三
年
度
包
括
歳
出
法
が
採
決
さ
れ
る
流
れ

と
な
り
、
一
二
月
二
二
日
に
上
院
を
通
過
、
翌
二
三
日
に
下
院
を
通

過
し
、
三
〇
日
に
大
統
領
の
署
名
を
得
て
立
法
し
た
。
こ
の
歳
出
法

が
政
府
の
支
出
額
を
最
終
的
に
確
定
す
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
Ｎ
Ａ
Ｔ

Ｏ
支
援
と
し
て
約
四
五
〇
億
ド
ル
が
盛
り
込
ま
れ
、
今
会
計
年
度
末

（
二
三
年
九
月
三
〇
日
）
ま
で
に
支
出
す
る
金
額
が
定
ま
っ
た
。
一

月
に
下
院
が
共
和
党
主
導
に
代
わ
る
直
前
に
巨
額
の
支
援
を
確
定
で

き
た
こ
と
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大
統
領
に
と
っ
て
い

か
に
大
き
な
意
味
が
あ
っ
た
か
、
想
像
に
難
く
な
い
。

　

米
議
会
調
査
局
の
レ
ポ
ー
ト
に
よ
れ
ば
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
が
始

ま
っ
て
か
ら
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大
統
領
が
訪
米
す
る
ま
で
の
一
〇
ヵ

月
間
、
ア
メ
リ
カ
は
約
六
六
〇
億
ド
ル
を
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事

的
お
よ
び
経
済
的
支
援
と
し
て
支
出
決
定
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち

五
三
〇
億
ド
ル
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
、
経
済
、
人
道
的
な
支
援

で
あ
る
。
残
り
の
一
三
〇
億
ド
ル
は
欧
州
に
お
け
る
米
国
の
軍
事
支

援
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
も
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
と
直
結
し
て
い
る
。

軍
事
支
援
に
限
れ
ば
ア
メ
リ
カ
は
、
一
四
年
の
ロ
シ
ア
に
よ
る
ク
リ

ミ
ア
侵
攻
以
降
二
二
年
一
一
月
二
三
日
ま
で
の
間
に
、
約
二
一
八
億

ド
ル
の
軍
事
支
援
を
支
出
し
て
き
た
が
、
そ
の
う
ち
約
一
九
〇
億
ド

ル
が
二
二
年
二
月
以
降
に
バ
イ
デ
ン
政
権
に
よ
っ
て
支
出
さ
れ
た
と

い
う
。

　

ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大
統
領
訪
米
後
に
議
会
を
通
過
し
た
包
括
歳
出
法

は
一
二
月
三
〇
日
に
バ
イ
デ
ン
大
統
領
が
署
名
し
成
立
し
た
。
こ
れ

ま
で
の
支
援
に
加
算
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
約
四
五
〇
億
ド
ル
は
、
今

後
バ
イ
デ
ン
政
権
に
よ
っ
て
支
出
の
詳
細
が
采
配
さ
れ
る
。

「
支
援
疲
れ
」
を
反
映
し
た
世
論
の
変
化

　

ア
メ
リ
カ
で
は
「
そ
も
そ
も
当
事
国
で
は
な
い
」
と
い
う
意
識
が

侵
攻
当
初
か
ら
強
か
っ
た
。
米
軍
の
派
遣
を
最
初
か
ら
明
確
に
否
定

し
て
い
た
バ
イ
デ
ン
大
統
領
は
、
こ
う
し
た
民
意
を
反
映
し
て
い
た

と
も
い
え
る
。
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
直
前
の
二
月
の
Ｃ
Ｂ
Ｓ

ニ
ュ
ー
ス
に
よ
る
世
論
調
査
で
は
、
五
三
％
の
国
民
が
関
与
す
べ
き

で
は
な
い
と
回
答
し
て
い
た
。
特
に
若
い
世
代
に
顕
著
で
、
一
八
～

二
九
歳
の
若
者
で
は
六
一
％
に
の
ぼ
り
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
支
援
す
べ

き
だ
と
回
答
し
た
の
は
二
九
％
に
と
ど
ま
っ
た
。
逆
に
六
五
歳
以
上
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で
は
六
一
％
が
支
援
す
べ
き
だ
と
回
答
し
た
。
政
党
別
に
み
る
と
、

共
和
党
支
持
層
の
五
五
％
が
関
与
す
べ
き
で
な
い
と
し
、
民
主
党
支

持
層
で
は
三
七
％
で
あ
っ
た
。
し
か
し
ロ
シ
ア
の
侵
略
戦
争
が
実
際

に
始
ま
る
と
、
七
二
％
が
軍
事
支
援
を
支
持
す
る
よ
う
に
な
り
、
ロ

シ
ア
へ
の
経
済
制
裁
は
七
八
％
も
の
支
持
を
得
た
。
た
だ
し
派
兵
賛

成
は
二
五
％
に
と
ど
ま
り
、
現
在
も
派
兵
へ
の
反
対
は
根
強
い
。

　

ピ
ュ
ー
・
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
の
世
論
調
査
は
、
三
月
と
九
月
に

お
け
る
同
じ
質
問
へ
の
回
答
を
比
較
し
て
い
る
。
民
主
党
支
持
層
で

ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
が
過
剰
で
あ
る
と
の
反
応
は
、
三
月
の
五
％
か
ら

九
月
の
一
一
％
に
微
増
し
た
の
に
対
し
、共
和
党
支
持
層
で
は
、九
％

か
ら
三
二
％
に
増
加
し
た
。
逆
に
不
十
分
だ
と
い
う
回
答
は
、
民
主

党
支
持
層
で
は
三
八
％
か
ら
二
〇
％
に
減
少
し
、
共
和
党
支
持
層
で

は
こ
れ
が
四
九
％
か
ら
一
六
％
に
激
減
し
て
い
た
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
は
じ
め
ロ
シ
ア
へ
の
経
済
制
裁
を
続
け
て
い
る

国
々
で
は
、
既
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
や
イ
ン
フ
レ
に
よ
る
経

済
的
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
て
い
る
。
こ
れ
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
疲
れ
に

も
つ
な
が
っ
て
お
り
、
ア
メ
リ
カ
で
も
世
論
の
動
向
を
探
る
調
査
が

継
続
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。
一
一
月
の
シ
カ
ゴ
カ
ウ
ン
シ
ル
に
よ

る
世
論
調
査
で
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
支
援
支
持
は
総
じ
て
高
い
。

六
五
％
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
兵
器
供
与
す
る
こ
と
に
賛
成
し
、
四
〇
％

が
現
在
の
レ
ベ
ル
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
を
継
続
す
べ
き
だ
と
も
回
答

し
て
い
る
。
た
だ
し
、
長
期
的
な
支
援
に
つ
い
て
は
、
約
四
八
％
が

賛
成
だ
が
、
七
月
時
点
で
の
五
八
％
に
比
べ
低
下
し
て
い
る
。
支
持

政
党
別
に
み
る
と
、
共
和
党
支
持
層
が
三
三
％
、
民
主
党
支
持
層
が

六
一
％
、
そ
し
て
無
党
派
層
で
は
四
六
％
が
長
期
的
な
支
持
に
賛
成

し
て
い
る
が
、
米
国
民
の
三
人
に
一
人
は
、
徐
々
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
支

援
を
減
ら
す
べ
き
だ
と
回
答
し
て
い
る
。
最
も
興
味
深
い
の
は
、
こ

の
調
査
で
の
和
平
交
渉
に
関
す
る
質
問
だ
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
早
く
和

平
交
渉
を
す
る
よ
う
圧
力
を
か
け
る
べ
き
だ
と
の
回
答
は
、
七
月
の

三
八
％
か
ら
一
一
月
に
は
四
七
％
に
増
え
た
。
米
国
民
の
半
数
近
く

は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
説
得
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

カ
ギ
を
握
る
か
下
院
共
和
党
の
動
向

　

こ
う
し
た
民
意
に
、
連
邦
議
会
議
員
た
ち
は
敏
感
に
反
応
す
る
。

二
〇
二
二
年
五
月
に
議
会
を
通
過
し
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
法
（
ウ
ク

ラ
イ
ナ
を
支
援
す
る
た
め
の
補
正
予
算
四
〇
〇
億
ド
ル
）
は
、
下
院

で
三
六
八
対
五
七
票
で
通
過
し
、
上
院
で
も
八
六
対
一
一
票
だ
っ
た

こ
と
か
ら
、
党
派
を
超
え
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
の
機
運
が
強
い
こ
と

は
、
世
論
調
査
の
結
果
と
同
等
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
傾
向
を
示
し

て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
ご
く
少
数
の
反
対
票
を
投
じ
た
議
員
の

存
在
も
、
今
後
見
過
ご
せ
な
い
要
因
と
な
り
そ
う
だ
。

　

そ
れ
は
、
下
院
に
お
け
る
共
和
党
の
議
席
差
が
過
半
数
に
四
議
席
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を
加
え
た
二
二
二
議
席
に
と
ど
ま
っ
た
こ
と
と
深
い
関
係
が
あ
る
。

米
連
邦
議
会
下
院
で
は
議
長
選
出
が
混
乱
し
、
一
月
七
日
の
一
五
回

目
の
投
票
で
、
よ
う
や
く
ケ
ビ
ン
・
マ
ッ
カ
ー
シ
ー
氏
が
選
出
さ
れ

た
。
一
回
の
投
票
で
議
長
を
選
出
で
き
な
か
っ
た
の
は
一
〇
〇
年
ぶ

り
で
、
投
票
を
一
〇
回
以
上
繰
り
返
し
た
の
は
一
八
五
九
年
以
来

一
六
四
年
ぶ
り
と
い
う
異
例
さ
で
あ
る
。
共
和
党
内
で
も
特
に
保
守

的
な
フ
リ
ー
ダ
ム
コ
ー
カ
ス
所
属
の
議
員
や
、
ト
ラ
ン
プ
前
大
統
領

を
信
奉
す
る
Ｍ
Ａ
Ｇ
Ａ
（M

ake A
m

erica Grate A
gain

）
派
の
一

部
の
造
反
が
原
因
だ
が
、
今
後
二
年
間
、
こ
う
し
た
ご
く
少
人
数
の
議

員
の
意
向
が
大
き
な
影
響
力
を
持
つ
と
証
明
し
た
出
来
事
だ
っ
た
。

　

マ
ッ
カ
ー
シ
ー
下
院
議
長
は
既
に
二
二
年
一
〇
月
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

に
こ
れ
以
上
「
白
紙
小
切
手
」
を
渡
さ
な
い
、
と
述
べ
て
い
る
。
ま

た
、
共
和
党
の
重
鎮
リ
ン
ゼ
ー
・
グ
ラ
ム
上
院
議
員
も
九
月
末
の
記

者
会
見
で
、「
共
和
党
は
（
欧
州
に
対
し
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
）
支

援
を
増
や
す
よ
う
に
求
め
る
だ
ろ
う
」
と
語
っ
て
い
る
。
ウ
ク
ラ
イ

ナ
支
援
を
批
判
す
る
と
同
時
に
、
地
理
的
に
近
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の

不
満
を
表
し
て
い
る
。
さ
ら
に
は
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大
統
領
の
訪
米
を

受
け
て
二
一
日
、ト
ラ
ン
プ
前
大
統
領
の
長
男
は
「（
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー

氏
は
）
基
本
的
に
恩
知
ら
ず
な
国
際
福
祉
の
ク
イ
ー
ン
」
だ
と
Ｓ
Ｎ

Ｓ
に
書
き
込
ん
だ
。
そ
し
て
、
議
会
演
説
の
際
、
多
く
の
議
員
が
ス

タ
ン
デ
ィ
ン
グ
オ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
歓
迎
す
る
中
、
フ
リ
ー
ダ
ム
コ
ー

カ
ス
所
属
の
議
員
の
何
人
か
は
着
席
し
た
ま
ま
で
あ
っ
た
。

　

新
し
く
始
ま
っ
た
米
議
会
で
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
が
縮
小
に
向
か

う
か
、
ま
た
は
条
件
付
き
の
支
援
な
ど
に
シ
フ
ト
す
る
可
能
性
は
十

分
に
あ
る
。
他
に
も
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
支
援
資
金
が
、
ど
の
よ
う

に
使
わ
れ
た
か
（
使
わ
れ
る
予
定
か
）
を
監
査
す
る
方
法
の
検
討
や

国
際
的
に
支
援
を
調
整
を
図
る
枠
組
み
、
ロ
シ
ア
へ
の
経
済
制
裁
に

関
す
る
イ
ン
パ
ク
ト
を
定
量
的
に
推
し
測
る
作
業
の
必
要
性
、
和
平

交
渉
を
可
能
に
す
る
方
法
の
精
査
、
ロ
シ
ア
へ
の
接
近
を
模
索
す
る

第
三
国
へ
の
対
処
な
ど
が
議
論
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

た
だ
し
、
行
政
府
と
上
院
が
民
主
党
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い

る
現
状
で
、
し
か
も
超
党
派
の
色
彩
が
強
い
ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
は
、

急
に
途
切
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
特
に
上
院
で
は
、
共
和
党
の
最
有

力
議
員
で
あ
る
ミ
ッ
チ
・
マ
コ
ー
ネ
ル
院
内
総
務
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
支

援
に
つ
い
て
非
常
に
積
極
的
で
あ
る
こ
と
は
、
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
で

あ
る
。マ
コ
ー
ネ
ル
氏
は
五
月
に
キ
ー
ウ
を
訪
問
し
、ゼ
レ
ン
ス
キ
ー

大
統
領
と
も
面
会
し
、
財
政
面
や
議
会
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
作
り
で
全

面
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
と
大
統
領
本
人
に
約
束
し
た
と
さ
れ

る
。
一
二
月
二
〇
日
に
も
「（
ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
は
共
和
党
の
）
最

重
要
事
項
だ
」
と
述
べ
て
、
一
部
の
共
和
党
議
員
が
公
に
不
満
を
表

明
し
た
。
こ
う
し
た
文
脈
か
ら
も
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
が
突
然
に
途

切
れ
て
し
ま
う
事
態
は
想
定
し
づ
ら
い
。
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和
平
交
渉
の
可
能
性
は

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
ロ
シ
ア
は
、
三
月
末
に
ト
ル
コ
で
対
面
の
停
戦
交

渉
を
行
っ
て
以
来
、
停
戦
へ
の
歩
み
が
決
裂
し
た
ま
ま
だ
。
一
方
で

ア
メ
リ
カ
が
完
全
に
当
事
国
任
せ
に
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
く
、
一

部
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
に
よ
れ
ば
、米
中
央
情
報
局
（
Ｃ
Ｉ
Ａ
）
の
バ
ー

ン
ズ
長
官
は
一
一
月
一
四
日
、
ト
ル
コ
の
首
都
ア
ン
カ
ラ
で
ロ
シ
ア

の
ナ
ル
イ
シ
キ
ン
対
外
情
報
局
長
官
と
会
談
し
た
と
さ
れ
る
。
二
月

の
侵
攻
開
始
後
初
め
て
米
ロ
高
官
の
直
接
協
議
も
報
道
さ
れ
た
。
ア

メ
リ
カ
側
は
ロ
シ
ア
に
、
核
兵
器
使
用
に
反
対
す
る
姿
勢
を
伝
え
る

目
的
だ
っ
た
と
説
明
し
て
い
る
が
、
停
戦
協
議
も
議
題
に
な
っ
た
の

で
は
と
い
う
推
測
が
広
が
っ
て
い
る
。
他
に
も
、
高
官
級
で
極
秘
の

接
触
も
続
い
て
い
る
模
様
だ
。米「
ウ
ォ
ー
ル
・
ス
ト
リ
ー
ト
・
ジ
ャ
ー

ナ
ル
」
紙
は
一
一
月
、
過
去
数
ヵ
月
間
で
サ
リ
バ
ン
米
大
統
領
補
佐

官
が
、
ロ
シ
ア
の
パ
ト
ル
シ
ェ
フ
安
全
保
障
会
議
書
記
や
ウ
シ
ャ
コ

フ
大
統
領
補
佐
官
と
協
議
し
て
き
た
と
報
じ
て
い
る
。

　

バ
イ
デ
ン
政
権
内
で
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
停
戦
交
渉
を
促
す
発
言

も
ち
ら
ほ
ら
出
始
め
て
き
た
。
米
軍
制
服
組
ト
ッ
プ
の
ミ
リ
ー
統
合

参
謀
本
部
議
長
は
一
一
月
一
〇
日
の
米
Ｃ
Ｎ
Ｂ
Ｃ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

で
、
当
時
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
の
ヘ
ル
ソ
ン
な
ど
で
の
善
戦
を
評
価

し
、「
外
交
的
解
決
の
可
能
性
は
い
く
ら
か
あ
る
」
と
語
っ
て
い
る
。

一
方
で
、
バ
イ
デ
ン
大
統
領
は
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
抜
き
の
停
戦
交
渉
は

あ
り
得
な
い
」
と
六
月
の
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
」
紙
へ
の

寄
稿
で
記
し
た
。
ロ
シ
ア
と
の
停
戦
協
議
に
入
る
か
ど
う
か
は
「
ウ

ク
ラ
イ
ナ
が
決
め
る
こ
と
だ
」
と
の
発
言
も
繰
り
返
す
。
一
方
、
訪

米
し
た
フ
ラ
ン
ス
の
マ
ク
ロ
ン
大
統
領
と
の
共
同
記
者
会
見
が
ホ
ワ

イ
ト
ハ
ウ
ス
で
行
わ
れ
た
一
二
月
一
日
に
は
、「
戦
争
を
終
わ
ら
せ

る
方
法
は
一
つ
だ
け
で
あ
り
、
プ
ー
チ
ン
氏
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
撤

退
す
る
こ
と
だ
」
と
し
つ
つ
、
ロ
シ
ア
が
侵
攻
を
終
わ
ら
せ
る
意
思

が
あ
る
な
ら
プ
ー
チ
ン
大
統
領
と
対
話
す
る
用
意
が
あ
る
と
も
述
べ

た
。

　

し
か
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
ロ
シ
ア
の
交
渉
条
件
の
隔
た
り
は
大
き

く
、
両
国
を
ど
の
よ
う
に
説
得
す
る
の
か
と
い
う
難
題
は
残
っ
た
ま

ま
で
あ
る
。
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大
統
領
の
訪
米
を
機
に
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

へ
の
支
援
予
算
や
新
た
な
武
器
供
与
が
増
え
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
戦

闘
の
長
期
化
を
懸
念
す
る
声
も
聞
こ
え
る
。
も
し
両
当
事
国
の
接
点

が
見
出
せ
な
い
と
な
れ
ば
、
ど
ち
ら
か
の
国
あ
る
い
は
双
方
が
疲
弊

し
破
壊
さ
れ
尽
く
す
ま
で
待
つ
し
か
な
い
、
と
い
う
見
方
も
あ
る
。

　

そ
の
時
ま
で
、
米
議
会
や
国
民
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
現
レ
ベ
ル
の
支

援
支
持
を
続
け
る
か
は
、
保
証
の
限
り
で
な
い
。
二
〇
二
四
年
大
統

領
選
挙
を
控
え
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
支
援
は
米
国
民
の
意
識
変
化
に

よ
っ
て
、
何
ら
か
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。
●




